
 

8月 25日（土）・26日（日），兵庫県立大学姫路工学キャンパスで，「青少年のための

科学の祭典2018 姫路会場大会」が行われ，本校総合科学コースの生徒が参加しました。 

 「視覚の不思議」をテーマに，来場者の子どもたちにベンハムのコマ（白黒のコマを回

すと，赤・青・緑などに色づいて見えるコマ）の工作を行ってもらい，色の錯覚について

学習してもらいました。大変好評で，２日間で200名以上の方に楽しんでいただくことが

できました。 

 本校生徒にとっても，「科学の面白さ」を伝える楽しさ・難しさの両方を学ぶことができ

たイベントになりました。 

 

  

ベンハムの独楽を作ってもらいました 青少年のための科学の祭典2018 

  

難しいところは，高校生が手伝います 

この様子は，神戸新聞の記事にも掲載されました（次ページ）。 
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